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①コートのレイアウト 

 
 
 ​・コートの公式規格サイズは  
　　​長さ17メートル×幅8メートル​（8.5m区切りでセンターラインがある。外野はなし。） 
・​CENTRE LINE​…​センターライン。​スタート時ボールを5個置く。形式上陣地を隔てる　

　線。 
・​NEUTRAL ZONE LINE​…​ニュートラルゾーンライン。​攻撃時は相手陣地のここまで行け

　る。ジャンプアタックはここを飛び越える。 
・​ATTACK LINE​…​アタックライン。​ラッシュ後保持したボールは一度この線以内に戻す。 
・​BACK LINE​…​バックライン。​出たらアウト。キューエリアから戻る際は必ずこの線をま

　たいで戻る必要がある。※ラインズマンはここを出たかどうかを注視している。 
・​QUEUE​…​キューエリア。​アウトになった選手は一度ここに入りアウトになった順に並　

　ぶ。※会場によって位置が違うこともある。 
・​PENALTY BOX​…​ペナルティボックス。​ファウルを犯し一時退場した選手が入る。 
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 ​②用具 
  
・各試合で​5つのドッジボール​が使用される。 
  
・WDA承認の7インチ布製ドッジボールが使用され、0.126​〜​0.14 kg-f / cm 2（1.8​〜​2.0 psi
　）に膨張される。※日本でいうところの2号球程度の大きさ。布製なので触感はは柔らか

　いが、変形しやすく、滑る。 
  
・手袋、アクセサリーの着用は禁止。 
 
 ・テーピング、装具はケガ予防、保護の為であればその傷病を証明できれば着用可能。  
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③基本試合構成 
  
・試合は​6人制​。（4名までは試合成立。混合の部の場合は　男２女２の構成が必須）、各

　チーム基本2名のレトリバーというボールの回収役を準備する。そのセットの控え選手で

　OK。※​出場選手と同色のユニフォームは着てはいけない。 
  
・チームは最大12人のプレイヤーの登録が可能。出場はその中から6名。 
  
・プレイヤーは登録選手であればセット間に交代が可能。 
  
・試合は​前半・後半の15分ハーフ​からなっており、15分ハーフの時間内で​3分のセット​を取

　り合いセット獲得によるポイントを競う。​勝ちは2ポイント、引き分けは1ポイントずつ

　を分け合う。 
  
・相手チームの全プレイヤーをアウトにするか、セットの3分が経過して審判がセットの終

　了を知らせた際インフィールドに人数が多く残っている方がセットに勝利。 
  
・セット終了時、インフィールド人数が同数の場合、両方のチームに1ポイントが与えられ

　る。セットで勝利したチームは2ポイント付与。 
  
・試合の終了時に、より高いポイント数を持つチームが勝利となります。両方のチームが同

　数のポイントを獲得した場合、試合は引き分け(リーグ戦の場合)。 
  
・勝利は（勝ち点3）、引き分けは（勝ち点1）となる。 
  
・リーグ戦の終了時に2つ以上のチームが同じ数の勝ち点で終了した場合、順位は次の順序

　で決定される。 
 １．獲得ポイント（獲得セットのポイント）の多い方 
２． 試合勝利数の多い方 
３． 直接対決を行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

トーナメント戦における試合毎の同点の場合は1分間の延長戦を行う  
※それでも同点の場合は審判がサドンデスとコールし一人当てた方が勝ち。
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④試合における注意、減点事項について 
  
・チームはレフェリーからコールされたらセットを始める準備ができていなければならな　

　い。セット間も15分の計時は止まらない。セットが終わったら20秒以内に次のセットの

　リスタートのためにボールを並べる。 
  
・チームが試合開始にインフィールドにいない場合、そのチームは最初のセットを失う。 
  
・最初のセット後もチームの準備が整っていない場合は、開始準備が整うまで3分ごとにポ

　イントを失います。 
  
・没収試合は、0対10(獲得セット)として記録される。ちなみに没収セットは​1​(2じゃない　

　か？)ポイント(セット獲得ポイント)が没収側でない方に入る形。 
  
・各試合の開始時に、レフェリーは双方のキャプテンを集めて、どちらのコートサイドから

　始まるかを決めるためにコイントスを行う。※2017マレーシア、2018アメリカではコイ

　ントスはやらなかったが。 
  
・チームはハーフタイム中にコートサイドを入れ替える。※コートチェンジ。前半から後半

　へのハーフ間に行う。3分のセット間はチェンジなし。
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⑤ラッシュ(試合開始のボール確保の動き) 
  
・セットはレフェリーからの合図で始まる。レフェリーは笛を使ってプレーの開始を知らせ

　る。 
  
・セットを開始した審判は「レディー」、「セット」と呼んだ後、セットの開始を知らせる

　ために笛を吹く。 
  
・セットの開始時には、すべてのプレイヤーは​バックラインの後ろ​にいなければならない。 
  
・ラッシュ前はバックラインを踏むのは可だが、越えていてはいけない。 
  
・セットが始まったら、すべてのプレイヤーはコートの中に入らなくてはならない。ラン　

　ナー（ラッシュ担当の選手）以外は​ランナーがセンターラインに到達する前​にコートに入

　る。 
  
・レフェリーの試合開始の合図を受け、両チームのランナーはセンターラインに走り、それ

　ぞれのチームのために左側に配置されている2つのボールを回収する。 5番目のボールは

　中心線の真ん中に置かれ、両チームによって争われる。早く捕った方の方のボールとな　

　る。 
  
・各チームのランナーは、左側にある2つのボールをそれぞれ一人ないしは二人で捕りに行

　く。※真ん中のボールを競うのには別のランナーが行く事が基本。 
  
・一人のランナーが拾うボールの数に制限はない。※3人までランナーに出られるが1人真

　ん中1人左を担当で走らせ左担当に２つを確保させるのが一般的。 
  
・ランナーはは頭を滑らせたり飛び込んだりしてはいけない。​※これをやるとやった本人は

　アウトで試合は流れる。 
  
・プレイヤーは故意の接触は禁止。※つかむ、押すなど。故意ではない場合はペナルティに

　ならない。  
 
.・コートの左側にある2つのボールを回収するとき、ランナーは一人だけならば両足がセン

　ターラインを越えても良い。 
 
・スタートラッシュの際、真ん中のボールを争う最中にプレイヤーがセンターラインに触れ

　ると、そのプレイヤーはコールアウトされる。※試合は流れる。 
  
・セットの開始時に、レフェリーがセットの開始を知らせる前にプレイヤーがボールを目指

　して走り始めた場合、レフェリーは合図を出して「フォルススタート」をコール。すべて

　のプレイヤーはスタートポジションに戻らなければならない。※フライング的な意味合い

　のファール。 
  
・​フォルススタートをしてしまった場合、相手チームにリスタート前に真ん中のボールを　

　渡さなくてはならない。​そしてその状態でリスタートに入る。真ん中のボールを持ったプ
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　レイヤーはレフェリーのリスタートの合図とともにすぐに相手のプレイヤーにそのボール

　で攻撃することが出来る。※従ってそのボールでプレッシャーを掛け右手側の相手用の　

　2個のボールを捕りに来た選手を当てることやその相手用の2個のボールも取る事が出来

　ることになる。 
  
・レフェリーがフォルススタートのためにプレーを止めた場合、リスタートは再びタイマー

　が3分に再設定される。​※15分タイマーは動いたまま。 
  
・​プレイヤーがラッシュによりボールを取ったとしてもそのボールを一度自陣のアタックラ

　インの中に戻さないと攻撃することは出来ない。​※ランナーが取ったら自分で自陣のア　

　タックラインの内側に持って戻るか、後方のアタックライン内にいる仲間にパスをするこ

　とでそのボールが攻撃可能となる。 
  
・スタートラッシュにより3つ以上のドッジボールを手に入れたチームは、審判の指示 'Play 
　Ball'　のコールの元、先に投げなければならない。※マルチのルールでは、ボールを多く

　確保しているチームがそれを保持し続けることが出来ないように管理されており、この　

　コールが起きると5秒位以内に攻撃をしないといけなくなる。詳細はまた以降に記載。日

　本でいうキープフォーファイブ的なルール。 
  
・ラッシュ時に何らかの理由(フォルススタートや拾い忘れなど)で自陣左側の自チームに担

　保されていたボールと拾うことが出来なかった場合において、相手チームは自チーム担保

　のボール及び真ん中のボールを回収し、そのボールを自陣のアタックラインに戻し攻撃可

　能としたらそれらの相手の拾えなかったボールも回収することができる。当然ながらそこ

　で回収したボールも一度アタックラインに戻してから攻撃に使用が可能になる。※従って

　​フォルススタートをしたらされたチームはリスタート後残りの2個も捕られてしまう可能

　性が高くなる​ということになる。 
  
・プレー中のゲームに参加しているプレイヤー、マッチオフィシャル、および指名されたオ

　フィサーのみが、プレー中はセーフティバリア/ネットのなかにいることが出来る。チー

　ムのコーチや代理人はエリア内には入れない。
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⑥ゲーム中のプレーにおけること 
  
＜「ラインを踏んだ」かどうかの判定基準について＞ 
  
・プレー中、線は各チームのインフィールド側の半分の境界を示します。※要すると、​ライ

　ンに関しては自分側の半分より奥の部分を踏んだ時点で「ラインを踏んだ」という扱いに

　なる​、ということ。※自分側の半分以内を踏んでいる分にはラインを踏んだ扱いにはなら

　ないが、結局は審判の判断となるので踏まないことが望ましい。 
  
・プレイヤーの体の一部がニュートラルゾーンの境界線(相手側半分)、またはサイドライ　

　ン、バックライン、またはラッシュ時のみセンターラインを超えた面に触れた場合、その

　プレイヤーはアウトになる。 
  
・主審(ヘッドレフェリー)は常にニュートラルゾーン内の左右の位置内で判定を行う。※上

　下動はその範囲で、ということ。 
  
＜アウトの選手の扱いについて＞ 
  
・プレイヤーがアウトでコートを出る際、彼らはチームのコートの半分の側の床にマークさ

　れたキューエリアに行かなければならない。 
  
・プレイヤーがコートを出る際、ボールが生きているか死んでいるかにかかわらず、投球者

　の投球したボールの方向を故意に妨害したりコートに転がっているボールを動かしたりし

　てはならない。 
  
・アウトになったプレイヤーは、静止しているボールを生きているプレイヤーに向かって動

　かすような行為をしてはいけない。 
  
 
・アウトになったプレイヤーは相手チームのプレーを止めようとしてはいけない。アウト　

　プレイヤーが故意に相手チームのプレーを止めた場合、レフェリーは問題のあるプレイ　

　ヤーを懲戒する。※ファウルを犯したプレイヤーは5分間のペナルティボックス行き。5
　分後キューへ。また、ファウル発生時点で全てのボールが相手ボールとなってしまう。 
  
＜コートへボールを戻す動きについて＞ 
  
・各チーム​2名のレトリバー​を持つことが許可されている。コート上のプレイヤーとの混　

　乱を避けるために、レトリバーにはゼッケンが与えられる。※大会によっては自チームで

　プレイヤーが着用しているものとは別の色のユニフォーム(2018はTシャツでも問題な　

　かった)を用意する必要がある。 
  
・ボールを回収する過程を除いて、レトリバーははアタックラインまたはバックラインとの

　間にいなければならない。ボールを回収している間、レトリバーはバックラインの後ろに

　立ったり、審判の判定の動きを妨害してはいけない。※自陣アタックラインより後ろのサ
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　イド側ということ。しかし常に動いている為結果的にバックラインの後ろにいることが多

　くはなる。 
  
・「アウト」になっているプレイヤーはキューエリア内にとどまらなければならず、自陣側

　で自分のチームのためにボールを積極的に回収することはできない。 
  
・プレイヤーはボールを回収するためにコートを出ることはできない。プレイヤーがイン　

　フィールドを離れる(故意にコートから出る)と、その時点でアウトとコールされる。 
  
・ボールをプレーに戻すために、ボールを拾ったレトリバーには最大5秒が与えられる。レ

　トリバーは意図的にボールをコートに戻すのを遅らせることはできず、そうすることがわ

　かった場合、相手ボールとなる。※マイボールはすぐに味方に渡したいものなのであまり

　とられているケースは見られない。  
 
・レトリバーが競技中にインプレー内のボールに干渉したりボールに触れたりした場合、　

　そのボールは審判の指示により相手ボールとなる。 
  
・レトリバーは、自陣のコート側に位置するボールしか集めることができない。 
  
＜「アウト」にさせる(なる)プレーについて＞ 
  
・投球者のノーバウンド投球が相手プレイヤーの体に当たり地面に落ちたらアウト。※顔面

　も悪質なものを除いてはアウト。全てアウトと思ってよい。故意に叩きつけたり蹴ったり

　してもアウト。 
  
・投球者のノーバウンド投球が体に当たり、その跳ね返りが壁や網などに当たった場合、そ

　の時点で当てられた選手はアウト。 
 
・プレイヤーの着衣は、プレイヤーの体の一部として捉えられる。 
  
・プレイヤーが相手プレイヤーの投球をキャッチした場合、投球者はアウトになり、キャッ

　チしたプレイヤーのチームはキューエリアから一人選手を復帰させることが出来る。 
※キューエリアに選手がいない場合は投球者のアウトのみ。 
  
・プレイヤーは、コートのあらゆるラインの自陣側の真ん中の境界線を越えたとき、レトリ

　バー不在でボールを回収しに行くための審判の許可がない限り、アウトとなる。※オー　

　バーラインは全部アウト。オーバーラインの基準が各ラインの真ん中以上ということ。　

　ジャンプアタック成功時のニュートラルゾーンを越えている状態はアウトではない。 
  
・プレイヤーが相手のプレイヤー、観客、または試合役員を侮辱するか、虐待している場　

　合、そのプレイヤーはアウトとなる。 
  
＜アドバンテージルール/ゲームの停滞を無くすためのルール＞ 
  
・審判は3つ以上のボールを保持している状態のチームに対し、動きが止まった際 'Play 　
　Ball'とコール。コール後は5秒からのカウントダウンを行う。当該チームは5秒以内に攻撃
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　をしなくてはならない。※​チームは1個のみボールは保持することが許されている​ため、

　プレイボールのコールが起きてしまった場合は1個以外は全て正当なアタックで(適当に　

　投げてはいけない)相手に投球しなくてはならない。​アタックはプレーヤーの上下左右１

　ｍ以内にに投球したボールであり、それ以外の投球は不正投球で投球者はアウトになる​。 
  
 例：レフェリーが4個のボールを所有しているチームに「Play Ball」と合図した場合、その

　チームの選手は1個のボールしか所有できないので3個のボールを投げなければならな　

　い。 
  
・コート外にボールがある場合においてもチームはボールが自陣側に複数のボールがある限

　り、投球する義務がある。 
  
・プレイボールのコール後、5秒以内に攻撃ができなかった場合ボールを保持している選手

　は​全員アウト​となる。 
  
・ また、選手の数よりボールが多い場合、相手チームが増えるまでは全ての選手が5秒以内

　に当該数のボールを投げなくてはならない。 
 
例：チームに2人でボールを5個保持している場合は5秒以内に1人が2個以上のボールを投　

　げなくてはならない。１個のみ保持は出来るがそれ以外は投げることになる。しかし相手

　が有利な場合(例えば相手が3人で0個、自チーム2人で5個など)ならば​コール前であれば​3
　個投げれば問題はない。
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⑦パスについて 
  
・プレイヤーは、いつでも好きなときにボールをチームメイトに渡すことが出来る。 
  
  
  
⑧ブロッキングについて 
  
・ボールによるブロッキングは許可されている。 
  
・プレイヤーは自分の所有するボールを使って相手チームが投げたボールをブロックするこ

　とができる。 
  
・相手から投球されたボールをブロックするとき、ブロックする選手はブロッキングボール

　を完全に保持していなくてはならない。ブロックによってプレイヤーが自身の保持してい

　るボールのコントロールを失い、そのボールを地面に落としたり、ファンブルしたり、さ

　らには他のプレイヤーに当たったりした場合、すべてアウトになる。 
  
・ブロックした、あるいはされたボールは生きている有効なボールとみなされる。​ブロック

　したボールを仲間が捕球したら投球者はアウト、捕球したチームのキューエリアの選手が 
　一人復帰できる。通常のキャッチと同じ扱いということ。また、ブロックボールが相手に

　ノーバウンドで当たったら相手はアウト。自分や味方に当たったら自分、味方もそれぞれ

　アウトになる。ブロックボールを相手が捕球したらブロックした選手がアウト。
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⑨投球について 
 ​・ブロックアタック以外の攻撃(攻撃をattemptアテンプトという)は投げるのみが正当なも

　のとする。片手、両手の上投げ、下投げ、横投げなどフォームは自由。 
  
・ボールを手で叩いたりパンチしたり、蹴ったりすると不正投球でアウトになる。また、手

　でボールを床からすくって相手に投げることも不正である。 
  
・ボールを相手チームに転がしたり、届かないボールを投げて相手に渡したりすることもい

　けない。 
 
・空中で双方の投球ボールが衝突した場合はそのボールはデッドボールとなり、当該ボール

　の影響は無効となる。  
 
・ヘッドショットはセーフにはならず、全て有効な投球となる。ただし悪質なものは除く。 
  
〇​sacrifice play（ジャンプアタック）​について 
  
・ジャンプアタックは有効な攻撃とみなされる。これは、プレイヤーがニュートラルゾーン

　のラインを飛び越えて、コートの反対側に着地する前に空中でボールを相手に投げる事で

　ある。 
  
・ジャンプアタックが成功して、相手プレイヤーをアウトにした場合、ジャンプアタックを

　して相手エリアに入った選手はアウトにはならないが、速やかに自陣側に戻らなくてはな

　らない(戻りが故意に遅い場合はイエローカード対象になる)。この過程で、相手側はジャ

　ンプアタックをした選手が自陣側に戻る際に当該選手を攻撃をすることが出来る。ジャン

　プアタックをした選手は自陣に戻るまでアタックやキャッチをすることが出来ない。 
  
・ジャンプアタックを試みた選手がその投球で相手を当てることが出来なかった場合、その

　時点でジャンプアタックを試みた選手はアウトになる。またジャンプアタック中に空中で

　当てられてもアウト。キャッチも成立する。跳ね返りが投球者に当たってもアウトは成立

　する。 
 

・身体接触はあってはならない。先に行った方がアウトとなる。
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⑩捕球について 
  
・プレイヤーが相手プレイヤーからの投球をキャッチすると、その投球は「アウト」にな　

　り、投球者はアウト、さらにキャッチしたプレイヤーのチームのキューエリアにいる選手

　から1名コート内に復帰させることができる。 
  
・キャッチによりキューエリアから復帰するプレイヤーは​バックラインを越えてプレーに復

　帰しなければならない。 
  
・キューエリアからの復帰は​先にキューエリアに入った選手から​順番に復帰しなければなら

　ない。キューエリアでは入った順番に並んでいなければならない。 
  
・プレイヤーが自分の手でキャッチを試みているボールを完全にコントロールするまで、捕

　球は完了しない。※ボールをしっかりキャッチしきるということ。ファンブルなど曖昧な

　ものは成立とならない。 
  
・捕球が成立する前にアウトになってしまった場合はキャッチは不成立となる。 
 
・プレイヤーがキャッチをするためにジャンプしたとき、当該選手がキャッチを成立させる

　ためにはコート内で着地をする必要がある。 
  
・プレイヤーがキャッチをするために当該プレーヤーが自身の保持しているボールを手放す

　ことが許されている。​※相手の投球が来た瞬間に自身のボールを瞬間的に捨ててキャッチ

　をするということ 
 
 ・プレイヤーがチームメイトが当てられたボールをノーバウンドでキャッチした場合、そ

　のキャッチは有効になるが、最初に当てられたプレイヤーはアウトとなる。投球した相手

　選手はアウトとなりキャッチしたプレイヤーのチームはキューエリアから一人復帰が出来

　る。​※ただし当てられたボールをフォローした選手もボールを落とした場合は二人ともア

　ウトになるので、アシストキャッチには注意が必要。 
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⑪怪我について 
  
・審判はプレイヤーが怪我をしたときにゲームを止める。 
  
・負傷したプレイヤーは交代することが出来る。 
　​順番は 
　キューエリアにいる選手から交代 
　キューエリアの最後尾にベンチ入りの交代選手を入れる 
　という順番。キューエリアに選手がいない場合は速やかに交代選手がコートに入る。​負傷

　交代した選手は次のセットのスタートまでコートには戻れない。 
 
 ・プレイヤーが出血している場合審判はすぐに試合を止め、治療を許可する。すぐに止血

　が出来、安全が確保された場合はコートに復帰することが出来る。血がユニフォームにつ

　いている場合は出場できない為交換、その際はユニフォームのルールは強制にならない。

　また、交代や欠員におけるルールも適応となるが要求があればリセットもできる。 
  
・​ストップウォッチの時間はレフェリーが怪我でプレーを止めたときにレフェリーによって

　止められる。
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⑫疑問が起きそうな部分について 
 
Q.​キャッチした後勢いで外にでてしまったら？ 
A.​キャッチ成立で相手はアウト。しかし自身もアウト。 
 
Q.​ラッシュ時ランナーが転がしたボールがアタックラインに届かず止まった場合、ランナー

以外のプレーヤーがアタックラインの前に出てボールを動かしても良いか？ 
A.​良いがそのボールは同様にアタックラインに戻してからでないとアタックには使うことは

出来ない。 
 
Q. ​ゲーム途中でボールが他のコートに行った場合どちらのボールになるのか？ 
A.​アバウトだが基本ルール通り自陣側に戻ってきた方になるようだ 
 
Q.​試合時間のハーフ15分についてレフェリーのタイムコール時は時計は止まる？ 
A.​負傷や判定協議のオフィシャルタイムアウトでは止まる。フォルススタートのリスタート

では止まらない。 
 
Q.​セット中にレトリバーが負傷した場合はそのセットは一人で行うのか？ 
A.​基本レトリバーは登録はせず控え選手などから送り出しているケースが主なので、サブに

選手がいる場合はその選手と交代(レトリバー用に用意するフィールド選手と色違いの上着

はもちろん着用)すれば良いようだ。ルールにレトリバーがいない場合の事も記載されてい

るのでサブがいない場合は一人、そしてその一人がいない場合は選手がレトリバーも兼ねて

試合をする(選手が一次的に拾いに出る)形になりそう。2017大会ではチームレトリバーの他

にもスタッフがさらに外にレトリバーとして拾ってくれていたので厳格ではない印象。 
 
 
Q.​アウトになったプレーヤーが外に出る前にボールが当たり跳ね返って他プレイヤーに当

たった場合、アウトになる？またキャッチしたら復帰できる？ 
A.​これはアウトにもならないしキャッチしても復帰できない。混乱を避けるために選手はア

ウトになったらしっかりと片手を挙げアウトになった事をアピールしながら速やかに外に出

ることが求められている。 
 
 
Q.​残りプレーヤー1名時相手の攻撃をキャッチした際、味方が一名復帰でコートに入る前に

次の投球でキャッチしたプレーヤーがアウトになった場合、復帰できるのか？ 
A.​復帰できる。同時に二つのボールが投げられて一つ捕球してもう一つでアウトになるケー

スもある。その際も復帰できている。キューエリアはコートに近いので時間もかからない。

しかしあからさまに入ることを忘れていて試合終了のコールをされてしまった場合は入れな

い可能性はある。(そのようなケースは確認したことはないが） 
 
Q.​サイドライン上に止まったボールはプレーヤー、レトリバーどちらが拾っても良いのか？ 
A.​線の解釈は上記の通り線の半分を越えたらラインを割った事になる。線の真上であればど

ちらともいえないのでプレーヤーが拾っても問題ないといえる。線上であればプレイヤーが

拾える範囲ということになるのでレトリバーが手を出さない方が良いだろう。少しでも外側

ならばレトリバーが拾うべき。 
 

17 



WDAルール要訳　プレイヤー向け簡易版 2019/4/2 
 

 

 
 
正式ルールが英文の為簡易版としてプレイヤーにおける重要事項を抜粋し要訳しました。 
(正式ルールはworld dodgeball associationのサイト内に本文あり。) 
 
2020年マルチボールworldcup予選のasiancup香港大会は2019年10月26,27日香港にて開催。 
それに伴う日本代表選考会申し込みは3月1日から6月初旬まで募集しています。詳しくは日

本ドッジボール協会公式HP「日本代表」のページをご参照ください。 
 
日本代表事業は国内ドッジボール競技の普及に貢献すべく、国際大会においてドッジボール

で日本の世界一を増やし、JDBAドッジボールを広く発信する努力を続けていきます。 
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